
改正化審法におけるリスク評価
リスク評価(一次)手法の提案(1)

リスク評価課

NITEが提案しているリスク評価（一次）のスキーム全体像を以下に示す。(人健康評価で例示）

リスク評価（一次）のスキーム全体像

NITENITENITENITEがががが提案提案提案提案しているリスクしているリスクしているリスクしているリスク評価評価評価評価((((一次一次一次一次))))手法手法手法手法のののの概要概要概要概要ですですですです。。。。

リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価のののの準備準備準備準備

評価対象物質のすそ切り（年間製造・輸入数量10トン以下は対象外)

分解生成物の確認等

初めて評価Ⅰ
を実施する場合

評価Ⅰが 2回目
以降の場合

優優優優 先先先先 評評評評 価価価価 化化化化 学学学学 物物物物 質質質質

製造数量等
届出情報

指定根拠の
性状※情報等

産業界からの情報国が調査する情報

※分解性、蓄積性、
有害性、物理化学的性状

評価評価評価評価Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ （（（（届出情報等届出情報等届出情報等届出情報等にににに基基基基づくづくづくづく評価評価評価評価））））

暴露評価Ⅰ 有害性評価Ⅰ

評価評価評価評価Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ （（（（既存情報既存情報既存情報既存情報をををを追加追加追加追加してしてしてして行行行行うううう詳細詳細詳細詳細なななな評価評価評価評価））））

優先順位付け

排出量推計

有害性評価値の導出

有害性評価Ⅱ暴露評価Ⅱ

詳細な評価が必要な場合

変異原性・発がん性物質

の抽出

難分解性・高蓄積性の
疑いのある物質の抽出

性状データの選定

環境中濃度推計

摂取量推計

リスク推計Ⅰ

有害性情報の

報告

既存の
評価書等

有害性、物理化学的性状

リスク評価（一次）の詳細については、http://www.safe.nite.go.jp/risk/kasinn.html#02 をご覧下さい。

評価評価評価評価ⅢⅢⅢⅢ（（（（新新新新たなたなたなたな暴露情報等暴露情報等暴露情報等暴露情報等をををを得得得得てててて行行行行うううう再評価再評価再評価再評価））））

評価Ⅰで用いた情報
に加え有害性の
既存情報等収集

化審法届出情報に加え
暴露関連既存情報収集

リスクキャラクタリゼーション

リスク推計Ⅱ

リコメンデーション 評価Ⅱの結論 不確実性解析

環境中濃度・摂取量推計 有害性評価値の導出

排出量推計

産業界から暴露情報を追加し
再評価が必要な場合

環境モニタリング
情報

PRTR情報

環境運命情報

産業界からの暴
露に関する情報
（詳細用途等）

報告(法41条3項)



改正化審法におけるリスク評価
リスク評価(一次)手法の提案(2)

リスク評価課

評価手法の特徴

製造数量等届出情報に基づく暴露評価・リスク評価手法

各都道府県でライフステージ・用途を代表する「「「「仮想的排出源仮想的排出源仮想的排出源仮想的排出源」」」」を設定

NITENITENITENITEがががが提案提案提案提案しているリスクしているリスクしているリスクしているリスク評価評価評価評価((((一次一次一次一次））））手法手法手法手法のののの特徴特徴特徴特徴ですですですです。。。。

仮想的排出源ごとに、製造数量又は出荷数量に
「「「「排出係数排出係数排出係数排出係数」」」」を乗じ、排出量（大気、水域）を推計

製造数量等製造数量等製造数量等製造数量等のののの届出制度届出制度届出制度届出制度のののの情報情報情報情報
（（（（事業者事業者事業者事業者ごとごとごとごと））））

届出書
届出者名
物質名

製造
製造事業所名・所在地
a製造事業所 ○県○市××

都道府県 量
A県 ●ｔ

出荷 都道府県 用途ｺｰﾄﾞ 量
A県 XX-X   ●t
A県 XX-X   ●t
B県 XX-X   ●t 

製造段階製造段階製造段階製造段階のののの排出量排出量排出量排出量

水域への
排出量

大気への
排出量

【排出シナリオ】
■届出の製造事業所毎に排出
■排出先は大気と水域を設定

【排出量推計】
■製造段階の排出量

＝[物理化学的性状に応じた製造段階の排出係数]×[製造数量]

製
造
段
階

製
造
段
階

製
造
段
階

製
造
段
階

仮想的排出源仮想的排出源仮想的排出源仮想的排出源のののの数数数数＝＝＝＝製造場所製造場所製造場所製造場所のののの数数数数＋＋＋＋出荷先出荷先出荷先出荷先のののの数数数数（（（（都道府県別都道府県別都道府県別都道府県別・・・・用途別用途別用途別用途別））））×××× ２２２２ （（（（ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞのﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞのﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞのﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞの数数数数））））

リスク評価結果（人健康）をリスク懸念の影響面積・箇所数*で表す

製造段階製造段階製造段階製造段階 用途用途用途用途１１１１ 用途用途用途用途２２２２ 用途用途用途用途３３３３ 用途用途用途用途４４４４

事業者事業者事業者事業者

製造数量等届出義務者

物質αの製造段階及び
出荷先別・用途別数量

A都道府県の用途１の仮想排出源（１カ所）

からの環境排出量を推計

仮想的排出源ごとにリスク推計を行いリスク懸念の影響面積を推計

二特要件二特要件二特要件二特要件（（（（暴露暴露暴露暴露））））該当性等該当性等該当性等該当性等をををを判断判断判断判断
するためのするためのするためのするための指標指標指標指標のののの導導導導きききき方方方方

A都道府県都道府県都道府県都道府県

�排出源ごとに排出量を推計し、暴露評価・リスク推計（暴露量と有害性評価値の比較）を行う。
�それにより、排出源ごとに「リスク懸念」の有無と影響面積が推計される。
�リスク懸念の影響面積と箇所数は、全国合計のほか、ライフステージ別・都道府県別・用途別に集計することができる。

*生態の場合はリ
スク懸念の箇所数
で表す

優先評価化学物質の
製造・輸入事業者からの

製造数量等届出情報を集計

XX-X   
C県 XX-X   ●t

調合段階調合段階調合段階調合段階のののの排出量排出量排出量排出量

工業的使用段階工業的使用段階工業的使用段階工業的使用段階のののの排出量排出量排出量排出量

水域への
排出量

大気への
排出量

水域への
排出量

大気への
排出量

【排出シナリオ】
■出荷先のライフステージは調合段階と工業的使用段階を想定
■用途毎・ライフステージ毎に都道府県内で一つの仮想的排出源仮想的排出源仮想的排出源仮想的排出源を想定
■出荷先の都道府県内ですべて調合・使用されると仮定
■排出先は大気と水域を設定

【排出量推計】
■出荷先の排出量
＝[用途・ライフステージ・物理化学的性状に応じた排出係数]×[出荷数量]

集計集計集計集計

出
荷
先

出
荷
先

出
荷
先

出
荷
先

ＡＡＡＡ都道府県都道府県都道府県都道府県のののの届出数量届出数量届出数量届出数量
・用途１×排出係数
・用途２×排出係数
・用途３×排出係数
・用途４×排出係数

ＢＢＢＢ都道府県都道府県都道府県都道府県のののの届出数量届出数量届出数量届出数量

・製造×製造段階排出係数
・用途１×排出係数
・用途３×排出係数
・用途４×排出係数

ＣＣＣＣ都道府県都道府県都道府県都道府県のののの届出数量届出数量届出数量届出数量

・製造×製造段階排出係数
・用途２×排出係数
・用途３×排出係数

より排出量の算出
からの環境排出量を推計

ＳＳＳＳA1

上記排出によりリスク懸念となる

影響面積ＳＳＳＳA1を推計

ＳＳＳＳA2

ＳＳＳＳA4

ＳＳＳＳA3

ＳＳＳＳB1

ＳＳＳＳB4

ＳＳＳＳB3

ＳＳＳＳC2

ＳＳＳＳC3

・
・

・

ライフステージごと、用途ごとの

全国の影響面積を合計

■製造段階■

製造段階影響面積＝ ++++ＳＳＳＳＢＢＢＢ pppp++++ＳＳＳＳＣＣＣＣpppp++++・・・・・・・・・・・・
■一次出荷先以降の段階■

用途１影響面積＝ＳＳＳＳAAAA１１１１++++ＳＳＳＳＢＢＢＢ１１１１ ++++・・・・・・・・・・・・
用途２影響面積＝ＳＳＳＳAAAA２２２２ ++++ＳＳＳＳＣＣＣＣ２２２２++++・・・・・・・・・・・・
用途３影響面積＝ＳＳＳＳAAAA３３３３++++ＳＳＳＳＢＢＢＢ３３３３ ++++ＳＳＳＳＣＣＣＣ３３３３++++・・・・・・・・・・・・
用途４影響面積＝ＳＳＳＳAAAA４４４４ ++++ＳＳＳＳCCCC４４４４++++・・・・・・・・・・・・

・・・・
・・・・
・・・・

用途ｎ影響面積＝ＳＳＳＳAAAAｎｎｎｎ++++ＳＳＳＳＢｎＢｎＢｎＢｎ++++ＳＳＳＳＣｎＣｎＣｎＣｎ++++・・・・・・・・・・・・

B都道府県都道府県都道府県都道府県

C都道府県都道府県都道府県都道府県

ＳＳＳＳBp

ＳＳＳＳCp

物質物質物質物質ααααのののの

全国全国全国全国のののの合計合計合計合計影響面積影響面積影響面積影響面積

のののの大小大小大小大小でででで

二特要件二特要件二特要件二特要件（（（（暴露暴露暴露暴露））））をををを
判断判断判断判断

PRTRデータが得られた場合の評価も同様
（用途ごとの替わりに産業分類毎の影響面積が得られる）

ライフステージごとライフステージごとライフステージごとライフステージごと、、、、

用途用途用途用途ごとのごとのごとのごとの合計影響合計影響合計影響合計影響
面積面積面積面積のののの大小大小大小大小でででで

排出抑制等排出抑制等排出抑制等排出抑制等のののの管理管理管理管理のののの

必要必要必要必要なライフステーなライフステーなライフステーなライフステー
ジ・ジ・ジ・ジ・用途用途用途用途をををを判断判断判断判断

産業分類産業分類産業分類産業分類ごとのごとのごとのごとの合計合計合計合計
影響面積影響面積影響面積影響面積のののの大小大小大小大小でででで

排出抑制等排出抑制等排出抑制等排出抑制等のののの管理管理管理管理のののの

必要必要必要必要なななな産業分野産業分野産業分野産業分野をををを
判断判断判断判断

∑
全都道府県

途ライフステージ・全用

S

同様に全仮想排出源について推計

※※※※本調査本調査本調査本調査のののの成果成果成果成果はははは、、、、経済産業省委託平成経済産業省委託平成経済産業省委託平成経済産業省委託平成１９１９１９１９，，，，２０２０２０２０年度環境対応技術開発等年度環境対応技術開発等年度環境対応技術開発等年度環境対応技術開発等（（（（化審法化審法化審法化審法におけるにおけるにおけるにおける監視化学物質監視化学物質監視化学物質監視化学物質のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価スキームにスキームにスキームにスキームに関関関関するするするする調査調査調査調査））））及及及及びびびび平成平成平成平成２１２１２１２１年度環境対応年度環境対応年度環境対応年度環境対応
技術開発等技術開発等技術開発等技術開発等(改正化審法改正化審法改正化審法改正化審法におけるにおけるにおけるにおける化学物質化学物質化学物質化学物質のリスクのリスクのリスクのリスク評価評価評価評価スキームにスキームにスキームにスキームに関関関関するするするする調査調査調査調査））））のののの一環一環一環一環としてとしてとしてとして得得得得られたものですられたものですられたものですられたものです。。。。


